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国土交通省と東京都は、東京外かく
環状道路（関越道～東名高速間）（以下、
「外環」という。）について、平成１３年に
「計画のたたき台」、平成１５年に「方針」
を公表し、ＰＩ外環沿線協議会等様々な
場を活用して、幅広く意見を聴きながら、
その必要性等の検討を行ってきた。
今般、これまでの検討を踏まえ、外環

の整備による首都圏の交通渋滞や環境
の改善、経済効果、都市再生に果たす
役割等から、沿線地域をはじめ首都圏
全体として、外環の必要性は高いと判断
し、計画の具体化に向けた考え方をと
りまとめた。

国土交通省
東　京　都

― 計画の具体化に向けて ―

外環本線は、現在の都市計画の位置を基本として、極力、大深度地下を活用し、既存の高速道路
（関越道、中央道、東名高速）とはジャンクションで接続する案とする。

今後、この考え方について沿線自治体等の意見を聴きながら、早期に計画を具体化し、外
環整備に伴う環境への影響や、環境対策について検討を行っていく。また、外環に関連する
沿線のまちづくりや周辺道路の整備等についても、沿線自治体とともに検討を進めていく。

（平成１７年９月１６日）

本　　　線

外環本線と同時に整備するインターチェンジについては、周辺の交通状況や利便性、地元
の意向等を踏まえ、目白通り、青梅街道及び東八道路の3箇所にインターチェンジを設置し、
国道２０号及び世田谷通りにはインターチェンジを設置しない案とする。
●目白通りインターチェンジ（仮称）：大泉ジャンクションとの一体構造
●青梅街道インターチェンジ（仮称）：練馬区内に関越道方向へ出入り可能な構造
●東八道路インターチェンジ（仮称）：中央ジャンクション（仮称）との一体構造

（中央道への乗り降り可能な構造）

インターチェンジ（出入口）

関越～東名　12分 



こ
れ
ま
で
、
Ｐ
Ｉ
協
議
会
、

Ｐ
Ｉ
会
議
、オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、

意
見
を
聴
く
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
を
通
じ
、
膨
大
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
数
の
上
で
は

早
期
整
備
を
求
め
る
意
見
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
、
沿
線
地
域
の
環
境
へ
の

影
響
、
生
活
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
心
配
す
る

意
見
も
多
数
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
Ｐ
Ｉ

協
議
会
、
Ｐ
Ｉ
会
議
で
は
、
外
環
の
必
要
性

に
つ
い
て
十
分
に
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
公
表
し
た「
考
え
方
」で
も
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
を
踏
ま
え
、
地
域
へ
の
影
響
を
極
力
小

さ
く
す
る
大
深
度
地
下
の
活
用
や
、
地
元
の

意
向
も
踏
ま
え
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
I
C
）

東京外かく環状道路広報紙「外環ジャーナル」第20号 (2)

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｉ
方
式
で
の
検
討
は
、

今
回
の
「
考
え
方
」
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
？

QQAA 1
I
C
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

周
辺
道
路
の
交
通
状
況
、
設

置
に
よ
る
利
便
性
向
上
の
程

度
、
地
元
の
意
向
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
等

を
総
合
的
に
考
慮
し
た
案
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、「
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
沿
線
自
治
体

等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
計
画
を
具
体
化

し
ま
す
。

●
目
白
通
り
I
C（
大
泉
J
C
T
と
一
体
構
造

で
設
置
）

目
白
通
り
I
C
は
、
近
接
す
る
練
馬
Ｉ
Ｃ
か

ら
は
外
環
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

か
ら
I
C
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
区
部
西
部

や
多
摩
北
部
地
域
の
利
便
性
向
上
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
一
体
的
に
整
備

す
る
こ
と
と
な
り
、
地
上
部
へ
の
影
響
は
比
較

的
小
さ
い
状
況
で
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
目
白
通
り
I
C
を

設
置
す
る
案
と
し
ま
し
た
。

●
青
梅
街
道
I
C（
練
馬
区
側
に
関
越
道
方
面

へ
出
入
り
可
能
な
構
造
で
設
置
）

青
梅
街
道
I
C
は
、
周
辺
に
I
C
が
な
い
こ

と
か
ら
、
青
梅
街
道
に
I
C
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
域
的
な
利
便
性
の
向
上
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
青
梅
街
道
I
C
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
関
越
道
の
練
馬
I
C
や
外
環
の

大
泉
I
C
に
集
中
す
る
交
通
を
分
散
し
、
生
活

道
路
に
入
り
込
む
交
通
が
排
除
さ
れ
る
な
ど
の

効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

地
元
か
ら
は
、
地
域
の
交
通
問
題
解
消
等

の
た
め
必
要
と
す
る
意
見
や
、
地
元
へ
の
影
響

等
か
ら
不
要
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
練

馬
区
か
ら
は
、
I
C
の
整
備
が
必
要
と
の
意
向

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
杉
並
区
か
ら

は
、
I
C
に
近
接
し
て
小
学
校
が
あ
る
こ
と

や
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
、
交
通
集
中
の
懸
念

か
ら
I
C
の
設
置
に
は
反
対
と
の
意
向
で
あ

る
な
ど
の
地
元
の
意
向
に
も
考
慮
し
た
も
の

で
す
。

な
お
、
青
梅
街
道
I
C
は
仮
に
フ
ル
I
C
と

し
た
場
合
、
関
越
道
方
面
の
利
用
の
方
が
多

く
、
練
馬
区
側
だ
け
の
整
備
で
も
効
果
は
高
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
練
馬
区
側
に
関
越
道
方
面
へ

出
入
り
可
能
な
構
造
で
設
置
す
る
案
と
し
ま
し

た
。

●
東
八
道
路
I
C（
中
央
J
C
T
と
一
体
構
造

で
設
置
）

東
八
道
路
I
C
は
、
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
の
一
体

的
整
備
に
よ
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
み
設
置
し
た
場
合

と
比
べ
て
、
地
上
へ
の
影
響
は
比
較
的
小
さ
い

状
況
で
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
東
八
道
路
は
４
車
線
の
都
市
計
画

道
路
と
し
て
整
備
中
で
あ
り
、
接
続
道
路
と

し
て
の
機
能
が
十
分
で
あ
る
こ
と
、
地
域
の

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
東
八

道
路
I
C
を
設
置
す
る
案
と
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
地
元
の
意
見
や
利
便
性
向
上
等
か

ら
、
中
央
道
に
も
乗
り
降
り
可
能
な
構
造
と

す
る
案
と
し
ま
し
た
。

●
国
道
２０
号
I
C（
設
置
し
な
い
）

国
道
20
号
は
、
現
状
に
お
い
て
交
通
混
雑

が
激
し
く
、
設
置
し
た
場
合
に
は
、
交
通
量
が

増
大
し
、
さ
ら
な
る
混
雑
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

国
道
20
号
に
I
C
を
設
置
し
な
く
て
も
、
調

布
市
内
に
は
中
央
道
に
調
布
I
C
が
あ
る
こ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

3
箇
所
と
し
た
の
は
な
ぜ
？

外
環
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

I
C
や
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）の
位
置
等
は
、
都
市
計
画
決

定
さ
れ
、
権
利
制
限
を
か
け
て
き
て
い
る
こ
と

や
、
現
在
の
土
地
利
用
の
状
況
、
既
存
の
高
速
道

路
と
の
接
続
の
構
造
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
現
在

の
都
市
計
画
の
ル
ー
ト
を
基
本
と
す
る
の
が
適
当

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
都
市
計
画
の

ル
ー
ト
を
基
本
と
し
た
理
由
は
？

の
設
置
案
に
つ
い
て
提
示
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
十
分
な
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

沿
線
住
民
や
沿
線
区
市
な
ど
か
ら
幅
広
く

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

今
回
の
公
表
し
た「
考
え
方
」は
、

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｉ
や
、
区
市
の
意
向

も
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
と
東
京
都

の
考
え
方
を
と
り
ま
と
め
て
お
示
し
し
た
も
の
で
す
。

沿
線
区
市
等
に
対
し
て
は
、
こ
の「
考
え
方
」
を
説

明
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
計
画
の
具
体
化
に
あ
た

っ
て
は
、
十
分
に
意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
決
ま
っ
た
の
？

沿
線
区
市
も
同
意
し
て
い
る
の
？

現
在
の
都
市
計
画
の
高
架
構

造
を
見
直
し
、
大
深
度
地
下
を

活
用
す
る
地
下
構
造
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
上
部
へ
の
影
響
を
大
幅
に
緩
和

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価

の
中
で
予
測
・
評
価
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
基
づ

く
環
境
の
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
計
画
の
具
体
化
を
図
り
、
大
気
環
境
、
水
環

境
、
土
壌
に
係
る
環
境
、
そ
の
他
の
環
境（
地
下

水
）、
動
物
、
植
物
、
生
態
系
、
景
観
、
人
と
自
然

と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
、
廃
棄
物
等
の
項
目

に
つ
い
て
予
測
し
、
環
境
へ
の
影
響
が
見
込
ま
れ

る
場
合
に
は
、
影
響
が
小
さ
く
な
る
よ
う
、
環
境

保
全
措
置
の
検
討
を
行
い
、
住
民
の
意
見
も
聴

き
な
が
ら
、
評
価
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

環
境
へ
の
影
響
は
ど
う
な
る
の
？

国
と
都
は
、
首
都
圏
の
渋
滞
緩

和
や
環
境
改
善
な
ど
か
ら
改
め

て
外
環
の
必
要
性
は
高
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
Ｐ
Ｉ
会
議
等
で
は
、「
具
体
的
な
計
画

検
討
に
入
っ
て
も
計
画
を
止
め
る
こ
と
も
あ
り
得

る
と
の
前
提
で
検
討
す
る
べ
き
」
等
の
ご
意
見
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

環
境
へ
の
影
響
が
重
大
と
判
明
し
た
場
合
に

は
、
計
画
を
止
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
考
え
て

お
り
、
今
後
と
も
意
見
を
よ
く
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
て
、
改
め
て
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
環
を

建
設
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
の
？

検
討
が
進
み
、
都
市
計
画
変

更
の
手
続
き
に
入
っ
た
場
合
、

そ
の
手
続
き
に
１
年
〜
２
年
程
度
、
そ
の
後
買

収
に
入
り
、
工
事
に
着
手
し
て
か
ら
完
成
ま
で

は
10
年
程
度
か
か
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

建
設
す
る
と
な
れ
ば
、

完
成
は
い
つ
頃
に
な
る
の
？

今
回
の
考
え
方
は
、
外
環
本

線
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
示
し

た
も
の
で
す
が
、
地
上
部
街
路

地
上
部
街
路
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
？

外
環
の
東
名
以
南
に
つ
い
て

も
、
環
状
道
路
の
機
能
と
し
て

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
関
越
道
か
ら
東
名
高
速
間
の
方
向

が
出
た
段
階
で
、
東
名
以
南
に
つ
い
て
も
関

係
自
治
体
と
調
整
会
議
を
設
け
る
な
ど
検
討

の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
、
事
業
化
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

東
名
以
南
の
計
画
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
？

構
想
段
階
の
外
環
の
必
要
性

の
議
論
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
区
市
や
地
元
住
民
か

ら
幅
広
く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
計
画
を
具
体

化
し
て
い
き
ま
す
。 今

後
の
検
討
は

ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
る
の
？

QQAA 3

QQAA 2

QQAA 4QQAA 5

QQAA 7

QQAA 9 QQAA 6QQAA 8QQAA 10

の
計
画（
外
環
ノ
２
）に
つ
い
て
も
、
地
元
の
意

見
を
聴
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
や
、
近
接
す
る
東
八
道
路
Ｉ
Ｃ
を
設
置
す

る
案
と
し
て
お
り
、
東
八
道
路
I
C
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
分
な
利

便
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
I
C
計
画
地

は
地
形
の
条
件
が
厳
し
い
こ
と
や
、
国
道
20

号
か
ら
中
央
道
と
の
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
区
間
は

ロ
ン
グ
ラ
ン
プ
と
な
り
、
I
C
の
設
置
に
伴
う

影
響
範
囲
が
大
き
く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
道
20
号
に
は
I
C
を
設
置
し
な
い
案
と
し

ま
し
た
。

●
世
田
谷
通
り
I
C（
設
置
し
な
い
）

世
田
谷
通
り
は
、
計
画
ど
お
り
２
車
線
で
整

備
が
完
了
し
て
お
り
、
現
状
に
お
い
て
交
通
量

が
多
く
、
I
C
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
さ
ら

な
る
混
雑
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
I
C
を

設
置
し
な
く
て
も
東
名
高
速
の
東
京
I
C
に
も

近
接
し
て
お
り
、
一
定
の
利
便
性
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
世
田
谷
区
か
ら
も
、
現
在
の
世
田
谷
通

り
の
交
通
状
況
で
は
I
C
設
置
は
困
難
と
の
意

向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
世
田
谷
通
り
に
は
I
C
を
設
置
し
な
い
案

と
し
ま
し
た
。

外環に関する情報を公開しています。
http://www.ktr.mlit.go.jp/gaikan/
【お問い合わせ】
国土交通省関東地方整備局
東京外かく環状道路調査事務所
〒158-8580 東京都世田谷区用賀4-5-16ＴＥビル7F
TEL＆FAX 0120-34-1491（外環専用ダイヤル）〔平日9：15～17：30〕
E-mail gaikan@ktr.mlit.go.jp

東京都都市整備局
都市基盤部外かく環状道路担当
〒163-8001 東京都新宿区西新宿2-8-1 東京都庁第2本庁舎22階
TEL 03-5388-3279（直通） FAX 03-5388-1354
E-mail  S0000179 @section.metro.tokyo.jp


